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国産古材の再利用促進で

空き家問題対策と
SDGｓに寄与

古材日和グループ（本部：塚田木
材株式会社 代表：塚田浩之 香
川県坂出市）は、国産古材の再利
用を促進することで、全国に広が
る空き家問題への対策と、環境負
荷を低減しSDGｓに寄与する取り
組みを始めます。古材事業を通じ
て社会の課題解決に貢献し、コロ
ナ禍で厳しい経済状況下におい
ても評価される企業グループを目
指します。
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古材日和グループは、国内外の古材を主に全国の商業施設に向けて

販売しています。主力商品である輸入古材は、今春以降、コロナの影響

で調達先の各国において流通が滞り、入荷しにくくなりました。こうした

状況に直面し、今後の事業方針について検討を重ねた結果、輸入古材

に頼らず国内で安定調達ができる国産古材の再利用に注力していくこ

とといたしました。

国産古材は主に古民家から採取される数十年経過した木材です。海

外から古材を輸入するよりも、国産古材を使うほうが輸送距離も短いこ

とからCO2の削減などにつながり、環境・気候変動への悪影響、廃棄

物・森林破壊の削減など、SDGｓの方針にも合致します。

また、国内に多く残る、放置された空き家の古材を積極的に買い取るこ

とで、解体費を少しでも軽減し、空き家問題の解決をはかることも将来

的な目標としています。
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輸入古材中心から国産古材の活用促進へ

国産古材は寸法が不安定で使いにくいこと、和風のイメージが強くデザ

インが制限されることなどがネックとなり需要が伸び悩んでいます。そこ

で、グループ内の製材工場を活用して古材を加工することで、寸法をそ

ろえ、使いやすい壁材・フローリング・柱材の商品化を進めています。

また和風空間以外での施工事例を収集し設計士・デザイナーへ提案

することで、活用頻度をアップさせていきます。

SDGsへの取り組みを柱とした商品開発を行うことで、お客様からも社

会からも評価される企業グループを目指していきます。

国産古材の課題への対応


